






〔はじめに〕 

 胎児の腎臓はすでに妊娠 20 週頃には超音波診断(US)により識別し得ると述べられてい

る。尿路系でもっとも重大な異常は両側の腎臓が形成されていない場合である。これはそ

の後の胎児の成育が可能か否かに直接かかわる問題で,羊水量や膀胱内の尿の有無をもと

に診断が下される。出生前 USにより胎児の尿路拡張が疑われたときには,US の信頼性や所

属腎機能の有無とその程度,通過障害部位などの情報をできる限り集める必要がある。US

検査時には,可能ならば小児泌尿器科医も検査に臨席できるよう,産科医側からの働きかけ

も希望する。 


